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安曇野市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

数値目標・重要業績評価指標の進捗状況について【評価対象：令和元年度】 

 

１．進捗管理の趣旨  

 総合戦略は、計画期間中の進捗管理を毎年度行い、評価・検証の結果に応じて、以後の取組みを見直

すこととしています。第１期５か年の最終年である令和元年度の進捗の概要は次のとおりです。（詳細は

別紙資料をご覧ください。） 

 

２．戦略に掲げた 62項目の成果指標について  

 第１期総合戦略では、施策等の進捗状況を客観的に把握・評価するため、以下の成果指標を設定して

います。 

・基本目標として掲げた「数値目標」・・・９項目 

・各種施策を効果検証するための「重要業績評価指標」（KPI）・・・５３項目 

 

３．進捗状況の判定方法  

評価指標ごとの進捗状況の目安として、令和元年度における目標値と実績値を比較し、次のとおり区

分しています。※進捗割合＝目標値／実績値 

「順調」：目標値以上     「概ね順調」：80％以上 100％未満 

「努力を要する」：80％未満  「未確定」 ：統計の未公表等の理由により把握できないもの 

 

４．令和元年度進捗区分一覧  

進捗区分 

基本目標 

順調 

達成率 100％以上 

概ね順調 

達成率80％以上 

努力を要する 

達成率 80％未満 
未確定 計 

新たな雇用を生み出す 
８ 

（44.4％） 

３ 

（16.7％） 

７ 

（38.9％） 
０ １８ 

若者や女性が活躍できるまちをつくる 
６ 

（50％） 

１ 

（8.3％） 

５ 

（41.7％） 
１ １３ 

安心して子育てできるまちをつくる 
７ 

（63.6％） 

２ 

（18.2％） 

２ 

（18.2％） 
０ １１ 

いきいきと暮らせるまちをつくる 
９ 

（52.9％) 

５ 

（29.4％) 

３ 

（17.6％) 
３ ２０ 

計 
３０ 

（51.7％） 

１１ 

（19.0％） 

１７ 

（29.3％） 
４ ６２ 

 

（参考）平成 30年度 
３２ 

（60.4％） 

１２ 

（22.6％) 

９ 

（17％) 
９ ６２ 

※（ ）は、現時点で把握できている成果指標に占める進捗区分の割合です。 
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数値目標及び重要業績評価指標（KPI）の「７０．７％」が、「順調」又は「概ね順調」の判定結果と

なりました。 

一方で「努力を要する」の判定結果になった項目が増加した主な要因としては、総合戦略策定時の目

標の設定にあたり、 

・５か年の計画期間の後年度になるほど、より高い目標を設定し達成を目指している指標が多いこと、 

・同じく策定時からの状況変化により目標達成が困難になってしまった指標があること、 

・計画に沿って取組を進めたものの結果が実績値に直結しなかった指標があること、 

などであり各指標の内容を個別に確認すれば、着実に実績が積みあがっていることから、それぞれの基

本目標に対し、一定の効果は創出できたものと考えられます。 

  

 

 




